
OAS では研究ネットワーク形成事業の一環として、
アジアに関する知見と認識を社会に広めるため、
アジアセミナーを開催します。

早稲田大学 26号館（大隈タワー）地下一階多目的講義室

長津 一史 氏

海の民のアジア学

東洋大学社会学部 准教授

第34回 アジアセミナー

２００9年7月10日（金）１6：00～18：30（開場 15:30）

講師 Nagatsu   Kazufumi

言　　　語 　日本語
対　　　象 　学生・教職員・一般
申し込み等 　入場無料     当日直接会場へお越し下さい
お問合わせ 　早稲田大学アジア研究機構事務所
  　 　03-3202-2537　(内線 71-3211)
  　 　asianstudies@list.waseda.jp
  　 　http://www.kikou.waseda.ac.jp/asia/
主　　　催 　早稲田大学アジア研究機構

東南アジアに広く居住する「海の民」（サマ、オラン・ラウト、モーケンなどと呼ばれる）の
暮らし、漁業、交易などに焦点をあて、東南アジアをより深く理解するためのセミナー。

両氏に最新の研究成果をお話ししていただく。

鈴木 佑記 氏
上智大学グローバルスタディーズ
研究科 博士後期課程

Suzuki      Yuki

村井 吉敬 氏
アジア研究機構 教授

長津一史氏はフィリピンのスールー海域の海の民サマと、スラウェシやボルネオ
に居住するバジャウの人びとの実態調査をおこなってきた気鋭の研究者。
鈴木佑記氏は、 タイのアンダマン海に居住する未だ十分には知られていない
モーケンの実態調査をおこなっている数少ないモーケン研究者。

Murai    Yoshinori司会


